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トマトホモプシス茎枯病の発病特性

図1 発病株数の推移(2021)
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図2 収穫痕からの発病(2021)

0

5

10

15

20

25

1 2 3 4 5以上

発
病
株
数

発病節位

4月15日
5月19日
6月17日

約4,500株調査

調査日

図3 摘葉痕からの発病(2021)
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トマトホモプシス茎枯病（病原菌：Phomo

-psis sp.）は、茎に発生する病害で、症状

が進行すると株全体がしおれ、後に枯死し

ます。本病は、2017年に県内の施設栽培ト

マトで初めて確認された病害で、詳しい発

生生態や防除方法は不明です。そこで、現

地ほ場での本病の発病状況を調査しました。

本病の発生は、2月以降に確認され、栽培

後期の4～6月に増加しました(図1)。本病は、

主に果実収穫痕や摘葉痕から発病し、果実

収穫痕での発病は1番果収穫痕で最も多く

(図2)、摘葉痕での発病は4～14葉摘葉痕で

多くなりました(図3)。発病の多かった部位

は、主に8～10月に収穫や摘葉が行われてい

ました。これらの結果から、本病は、主に

栽培初期の収穫や摘葉によってできた傷口

から感染していると考えられます。

今後は、有効薬剤の探索を行い、効果的

な防除体系の確立に取り組んでいきます。

(病理担当 山﨑淳紀＊、森實祐香

088-863-4915)
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